
市長公室　令和３年度　局運営方針（案）
１．主な現状と課題
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（２）市民意識の把握
「市民満足度」向上のためには、施策への要望や市のイメージなどについて、幅

広く市民の意識を把握することが重要です。
令和2年度の調査における市民から見た「住みやすさ」は86.3％、「定住意向」は

85.0％で、ともに増加基調が続いています。

［住みやすさと定住意向の推移］

＊ 平成19年～令和2年度実施「さいたま市民意識調査」（さいたま市民が対象）

（３）市民の声の集約
市長への提案制度「わたしの提案」をはじめ様々な機会を通じ、市民の声が寄せ

られています。

令和元年度に寄せられた市民の声

提案種類 件数
　わたしの提案 2,965件　
　陳情・要望等 257件　
　子どもの提案 1,794件　
　タウンミーティング 318件　
　所管課受付対応 601件　

合計 5,935件　
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（４）都市イメージの向上

令和2年度の「さいたま市民意識調査」（市内在住者対象）では、さいたま市が住

みやすいと思う人の割合が86.3％となっている一方で、令和元年度の「さいたま市

首都圏における都市イメージ調査」（首都圏在住者対象）ではさいたま市のイメー

ジを住みやすいと思う人の割合は45.9％であり、市内在住者と首都圏在住者との認

識には大きな差が生じています。

今後も本市が持続的に成長・発展していくためには、この差を縮めていくことが

必要であり、環境、健康、スポーツ、教育での強みや交通の要衝等の地理的優位性、

特色ある地域文化資源等を生かし、それらを市内外に発信することによって、「さ

いたま市は住みやすい」という都市イメージの向上が図れるようシティセールスを

展開していくことが重要です。

（５）さいたま市誕生20周年事業

令和3年度にさいたま市は誕生20周年を迎えます。この節目となる年を契機に、誰

もが「住みやすい」、「住み続けたい」と実感していただけるよう、本市の魅力や

発展をＳＮＳ等の様々な媒体で市内外に発信するとともに、市民協働事業等の推進

により、市への愛着・誇りを醸成していきます。

（６）東京２０２０大会を活用した魅力の発信

東京２０２０大会期間中、サッカーとバスケットボール競技の開催会場である本

市には、多くの観戦客等の来訪が見込まれています。

この東京２０２０大会を、本市の認知度や都市イメージの向上を図る絶好の機会

と捉え、市の魅力や取り組みに関する情報を発信していく必要があります。
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２．基本方針・区分別主要事業

（１）市長・副市長の日程調整等秘書業務を行います。

*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和3年度 令和2年度 説明
概要掲載
ページ

1 秘書事務事業 10,616 11,405 市長・副市長のトップマネジメントをサポー 52

〔秘書課〕 (10,616) (11,405) トし、随行業務・日程管理等を効率的に実施

2 表彰事業 3,950 3,776 市政の振興発展に尽力いただき、顕著な功績 52

〔秘書課〕 (3,950) (3,776) のあった方々を表彰

3 市長交際費 2,000 2,400 市長が市を代表して行う外部との交渉に要す 52

〔秘書課〕 (2,000) (2,400) る経費

（２）市民ニーズに対応した広報力を向上させます。

*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和3年度 令和2年度 説明
概要掲載
ページ

4 市報さいたまの発行 227,403 222,615 市の施策や行事等の市政情報を掲載する広報 52

〔広報課〕 (214,577) (211,986) 紙を編集し、毎月1日に発行して、全世帯に

配布

5 公式ホームページの運 13,405 13,405 ホームページで市政情報や市の魅力等を発信 52

用 (11,205) (10,655)

〔広報課〕

6 テレビ広報番組の制作 27,720 30,252 テレビ広報番組「のびのびシティさいたま市」 52

〔広報課〕 (27,720) (30,252) 等を制作し、テレビ埼玉で放送するととも

に、過去放送分をインターネットで映像配信

7 総振市民に分かりやすい情 1,528 2,256 出前講座を実施するとともに、動画・画像を 52

報発信 (1,528) (2,256) 活用した情報発信を強化

〔広報課〕

市長・副市長のトップマネジメントをサポートします。
情報発信を効率的・効果的に行い、市の施策や事業に対する市民の関心を高め、市民の理解・共

感を得るとともに、さいたま市の魅力を発信し、市内外にアピールしていきます。
市民の声を集約し、傾向等を分析して市政への反映等を図るとともに、反映結果を分かりやすく

市民に伝えていきます。
環境、健康、スポーツ、教育での強みや交通の要衝等の地理的優位性、特色ある地域文化資源等

を生かし、それらを市内外に発信することによって、都市イメージの向上が図れるようシティセー
ルスを展開します。

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和3年度 令和2年度 説明
概要掲載
ページ

8 総振市民の関心・共感を高 1,110 160 ＳＮＳ等を活用し、市民・大学等と連携した 52

める情報発信 (1,110) (160) 情報発信を強化

〔広報課〕

9 定例記者会見の情報発 5,799 5,036 市長の定例記者会見をインターネットで動画 52

信 (5,799) (5,036) 配信

〔広報課〕

（３）市民の声の市政への反映等を進めます。

*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和3年度 令和2年度 説明
概要掲載
ページ

10 総振タウンミーティングの 1,188 1,163 市民と市長が直接対話する機会として開催。 53

開催 (1,188) (1,163) 参加者は公募に加え、無作為抽出の手法を取

〔広聴課〕 り入れた「市民の声モニター」制度を活用

11 総振市民意識調査の実施 7,017 6,596 市政に関する市民意識を把握し、施策の立案 53

〔広聴課〕 (7,017) (6,596) ・実施等の基礎資料として活用するため、郵

送及びインターネットによるアンケート調査

を実施

12 総振市民の声データベース 33,410 33,931 市に寄せられる市民の声を集約して庁内で共 53

システムの運用 (33,410) (33,931) 有し、対応の迅速化や見える化を進めるとと

〔広聴課〕 もに、その傾向等を分析し、市政への反映に

資する情報として提供

13 コールセンター運営事 107,836 107,837 市民サービスの向上を図るため、本庁及び区 53

業 (107,836) (107,837) 役所代表電話を含めた市民からの電話、ＦＡ

〔広聴課〕 Ｘ及び電子メールによる問合せに対する回答

や所管課への取次ぎ等を行うさいたまコール

センターの運営管理

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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（４）本市の強みや優位性等を市内外に発信することで、都市イメージの向上を図ります。

*( )内は一般財源 (単位:千円)

№ 区分 事業名 令和3年度 令和2年度 説明
概要掲載
ページ

14 総振定住意向形成事業 12,034 10,329 本市のイメージを住みやすいと思う人を増や 54

〔シティセールス (12,034) (10,329) すため、本市の強みや優位性を発信し、都市

推進課〕 イメージの向上につながるようシティセール

スを推進

15 新規さいたま市誕生20周年 48,105 0 さいたま市誕生20周年を契機に、本市の魅力 54

事業 (0) (0) や発展をＳＮＳ等の様々な媒体で市内外に発

〔シティセールス 信するとともに、花で装飾した「フラワー

推進課〕 ウォール」を市民と協働で設置することで市

への愛着・誇りを醸成

16 東京２０２０大会を活 33,550 54,656 多くの来訪者が見込まれる東京２０２０大会 54

用した市の魅力発信事 (33,550) (54,656) 期間中、サッカーとバスケットボールの競技

業 会場周辺において本市の施策や伝統産業等の

〔シティセールス 魅力を発信

推進課〕

〔区分〕新規…新規事業　　拡大…拡大事業　　総振…総合振興計画実施計画事業
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３．見直し事業一覧
（単位：千円）

課名 見直し事業名 見直しの理由及び内容
コスト
削減額

秘書課 旅費の見直し 過去の実績に基づき、予算額を縮小する。 △ 776

秘書課 市長交際費の見直し 過去の実績に基づき、予算額を縮小する。 △ 400

秘書課 消耗品費の見直し 過去の実績及び在庫量を踏まえ、予算額を縮小する。 △ 396

秘書課 食糧費の見直し 過去の実績及び在庫量を踏まえ、予算額を縮小する。 △ 31

広報課
テレビ広報番組・放映
代理業務委託の見直し

番組制作本数・放映回数を見直し、予算額を縮小する。 △ 2,532

広報課
ＦＭ ＮＡＣＫ５ ラジ
オ広報業務委託の見直
し

放送回数を見直し、予算額を縮小する。 △ 1,453

広報課
グラフ誌版広報誌作成
業務委託の見直し

発行回数を見直し、予算額を縮小する。 △ 506

広報課 ブログ発信業務の廃止
ブログに代わり、ＳＮＳに重点を置き情報発信を行うこ
ととするため、予算計上を廃止する。

△ 12

広報課 備品購入計画の見直し 備品の購入計画を見直し、予算計上を廃止する。 △ 132

広聴課
わたしの提案に係る郵
送料の見直し

過去の実績から必要数を見直し、予算額を縮小する。 △ 47

広聴課
市民の声データベース
システム運用保守に係
る委託料の見直し

委託する業務の範囲を見直し、予算額を縮小する。 △ 620

シティセール
ス推進課

シティセールス推進員
研修の見直し

研修手法を見直し、予算額を縮小する。 △ 100

シティセール
ス推進課

転入者意識調査の見直
し

実施時期を2年おきに見直し、予算計上を廃止する。 △ 2,420

シティセール
ス推進課

市ＰＲリーフレット等
作成の見直し

作成時期を隔年に見直し、予算計上を廃止する。 △ 548
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 85 -

＜主な事業＞
１ 10,616

２ 3,950

３ 2,000

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 89 18款

19款

20款

22款

24款

－

＜主な事業＞
１ 227,403 ４ 198

２ 13,405 ５ 5,799

３ 27,720 ６ 16,755

局/部/課 市長公室/秘書課

款/項/目 2款 総務費/1項 総務管理費/1目 一般管理費 一般財源 16,566

＜事業の目的・内容＞

事務事業名 秘書事務事業 予算額 16,566

前年度予算額 17,581

増減 △ 1,015 

　市長・副市長の日程の調整を中心とした秘書業務を行うとともに、市長が市を
代表して行う活動の支援を行います。また、市政の振興発展に尽力いただき、顕
著な功績のあった方々に対する表彰を行います。

表彰事業
　市政の振興発展に尽力いただき、顕著な功績のあった
方々に対して表彰を行います。

秘書事務事業
　市長・副市長のトップマネジメントをサポートし、随
行業務及び日程管理等を効率的に行うとともに、意思表
明に必要な情報を適切に管理します。

局/部/課 市長公室/広報課

市長交際費
　市政の円滑な運営を図るため、市長が市を代表して行
う外部との交渉に要する経費として支出します。

款/項/目 2款 総務費/1項 総務管理費/6目 広報広聴費 国庫支出金 3,447

＜事業の目的・内容＞ 県支出金 1,723

事務事業名 広報事業 予算額 291,280

前年度予算額 294,222

増減 △ 2,942 

　広報紙「市報さいたま」、公式ホームページ、テレビ広報番組をはじめとした
様々な広報媒体や手法を活用して、積極的に情報発信します。また、「さいたま
市ＰＲマスタープラン」に基づき、戦略的な広報活動を行い、施策や事業に対す
る市民の関心を高め、市民の理解・共感を得ます。

財産収入 524

繰入金 990

諸収入 14,737

一般財源 269,859

公式ホームページの運用 定例記者会見の情報発信
　ホームページで市政情報や市の魅力等を発信します。 　市長の記者会見について広く市民などの視聴に供する

ため、インターネットによるライブ中継・録画配信等を
行います。

市報さいたまの発行 出前講座の推進
　市の施策や行事等の市政情報を掲載する広報紙を編集
し、毎月1日に発行して、全世帯に配布します。

　市民が開催する集会等に市職員が出向き市の施策等に
ついて説明する出前講座を推進します。

［総振：52-1-1-01］

テレビ広報番組の制作 広報事業その他
　テレビ広報番組「のびのびシティ さいたま市」を制作
し、テレビ埼玉で放送するとともに、過去放送分をイン
ターネットで映像配信します。

　ＦＭラジオ、グラフ誌版広報誌、ＳＮＳ等の各種媒体
の活用により、市政情報や市の魅力等の発信とその活性
化を行います。

［総振：52-1-1-01、52-1-1-02］
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 89 -

＜主な事業＞
１ 33,410 ４ 7,017

２ 1,188 ５ 135

３ 505 ６ 224

（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 89 -

＜主な事業＞
１ 107,673

２ 163

局/部/課 市長公室/広聴課

款/項/目 2款 総務費/1項 総務管理費/6目 広報広聴費 一般財源 42,479

＜事業の目的・内容＞

事務事業名 広聴事業 予算額 42,479

前年度予算額 42,644

増減 △ 165 

　広く市民の声を聴取し、市民参加の市政を推進するために、市長への提案制
度、タウンミーティング、市民意識調査、パブリック・コメントなどの広聴事業
を行います。

タウンミーティングの開催 パブリック・コメント手続の支援
　市民と市長が直接対話する機会として開催します。参
加者は公募に加え、無作為抽出の手法を取り入れた「市
民の声モニター」制度を活用します。

　パブリック・コメント制度に基づく意見を提出しやす
くするための専用封筒を作成及び配置します。また、制
度に対する職員の理解を深めるための研修を実施しま
す。

［総振：52-1-1-03］ ［総振：52-1-1-03］

市民の声データベースシステムの運用 市民意識調査の実施
　市に寄せられる市民の声を集約して庁内で共有し、対
応の迅速化や見える化を進めるとともに、その傾向等を
分析し、市政への反映に資する情報として提供します。

　市政に関する市民意識を把握し、施策の立案・実施等
の基礎資料として活用するため、郵送及びインターネッ
トによるアンケート調査を行います。

［総振：52-1-1-03］ ［総振：52-1-1-03］

局/部/課 市長公室/広聴課

市長への提案制度の実施 子どもからの意見募集
　市民意見を市政へ反映するため、公共施設等に配置し
た専用封筒、ＦＡＸ及びＷｅｂ投稿により市民から市政
に対する意見・要望等を聴取し、傾向を把握します。

　子どもの意見を市政へ反映するため、市内の中学校に
配置した専用封筒により、子どもたちから「テーマ」に
沿った意見を募集します。

［総振：52-1-1-03］ ［総振：52-1-1-03］

款/項/目 2款 総務費/1項 総務管理費/6目 広報広聴費 一般財源 107,836

＜事業の目的・内容＞

事務事業名 コールセンター運営事業 予算額 107,836

前年度予算額 107,837

増減 △ 1 

　本庁及び区代表電話を含めた市民からの問合せ等に対して1つの窓口で迅速かつ
責任ある対応を行うとともに、市政への要望等を的確に把握し、市民サービスの
向上を図ることを目的としたさいたまコールセンターを運営します。

さいたまコールセンターの周知
　市民周知のためのチラシ等を作成及び配置します。

さいたまコールセンターの運営
　市民サービスの向上を図るため、本庁及び区役所代表
電話を含めた市民からの電話、ＦＡＸ及び電子メールに
よる問合せに対する回答や所管課への取次ぎ等を行うさ
いたまコールセンターの運営管理を行います。

【開設時間等】
 年中無休
 電話　8時～21時受付・対応
 ＦＡＸ・電子メール　24時間受付（対応は8時～21時）

[参考]
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（一般会計） （単位：千円）

〔財源内訳〕

予算書Ｐ. 89 22款

-

＜主な事業＞
１ 12,034 ４ 33,550

２ 3,145 ５ 48,105

３ 3,288

局/部/課 市長公室/シティセールス推進課

款/項/目 2款 総務費/1項 総務管理費/6目 広報広聴費 繰入金 48,105

＜事業の目的・内容＞ 一般財源 52,017

事務事業名 都市イメージ向上事業 予算額 100,122

　環境、健康、スポーツ、教育での強みや交通の要衝等の地理的優位性、特色あ
る地域文化資源等を生かし、それらを市内外に発信することによって、都市イ
メージの向上を図ります。

定住意向形成事業 東京２０２０大会を活用した市の魅力発信事業

　定住意向を形成するため、転入を考えている方等に向
けて、本市の情報発信を行います。

　国内外から多くの観戦客等が来訪する東京２０２０大
会期間中、サッカー及びバスケットボール競技の会場周
辺において、本市の施策や伝統産業等の魅力発信を行い
ます。

［総振：52-6-1-02］

＜特記事項＞

　本市誕生20周年を契機に、本市の魅力を市内外へ発信するとともに、市民の市
への愛着・誇りの醸成を図るため、さいたま市誕生20周年事業を実施します。

前年度予算額 73,187

増減 26,935 

全庁のシティセールス力向上事業
　全庁の職員に対し、シティセールスのノウハウの共有
化を進めることで、市全体のシティセールス力の向上を
図ります。

［総振：52-6-1-01］

愛着醸成事業 さいたま市誕生20周年事業
　ＰＲキャラクター「つなが竜ヌゥ」等の運用管理を行
います。

　さいたま市誕生20周年を契機に、本市の魅力や発展を
ＳＮＳ等の様々な媒体で市内外に発信するとともに、花
で装飾した「フラワーウォール」を市民と協働で設置す
ることで市への愛着・誇りを醸成します。
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